
長崎県立長崎工業高等学校

工業 科目名 機械工作 単位数 2

機械科 学　年 2学年 履修区分 選択

機械工作１，２

機械工作１，２演習ノート（実教出版）

１．科目の目的

２．授業の内容と進め方

３．学習する上での留意点

４．課題等について

１）課題プリントを配付し，解答したものを提出させます。
２）小テストを実施し，理解度をチェックします。理解不足の場合は補充を行います。

５．成績評価規準（評価の観点及び趣旨）

６．評価の方法

１）定期考査（年間４回）により学習内容の理解度・定着度を評価します。
２）学習意欲，学習態度，学習に取り組む姿勢を評価します。
３）毎時間の小テストへの取り組みや授業時のノートを提出し，内容・整理状況を評価します。

　

評価の観点

主体的に学習に
取り組む態度

　工業材料の加工性や各種の工作方法等機械工作の基礎・基本的な知識が身につき，新たな視
点から機械工作の問題を捉え，合理的な生産方法や加工方法を整新たな視点から機械工作の問
題を捉え，合理的な生産方法や加工方法を整理し説明できるかを評価します。

　工作機械のしくみ，工業材料の性質と種類等の基礎的・基本的な知識を，機械工作を通して身に
付け，機械工作に関する諸問題に適切に対応できるかを評価します。

　工作機械に対しての関心を高め，工作機械の操作方法および性能・仕組み，工業材料の加工法
についての基礎的・基本的な知識を意欲的に学習しようとする態度を評価します。

知識・技術

思考・判断・表現

評　　価　　規　　準

教　科

学　科

使用教科書

副教材など

 　材料に関する分野，工作に関する分野および管理に関する分野を三つの柱とし，技術者としての知識を習得します。
その知識が，実習・ものづくり等で活用できるような実践力を身につけるようにします。

　教科書を理解させるだけでなく，「実習」と連携し，技術者としてのものづくりに関する幅広い知識の習得を目指しま
す。

　工業の見方・考え方を働かせ、実践T系・体験的な学習活動を行うなどを通して、機械材料の加工や工作に
必要な資質・能力を育成することを目指す。



長崎県立長崎工業高等学校

《指　導　計　画》 科目名 機械工作 2 学年 2 単位
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切りくずが精製する過程や切れ刃の自生作用
および研削作用を理解させ、いろいろな研削
盤、研削方式、研削条件を把握させる。

砥石車の構成を把握させた上で、その３要素
を理解させ、適正な砥石車を選択できる能力
や取り扱う方法を身につけさせる。

内面研削、工具研削、ホーニング、超仕上げ
による加工原理を理解させ、その加工例を把
握させる。また、いろいろな研削加工を適切に
活用できる能力を身につけさせる。
ラッピング、噴射加工、超音波加工の加工原
理を理解させ、その加工例を把握させる。ま
た、いろいろな砥粒加工を適切に活用できる
能力を身につけさせる。

２.研削

３．砥石車

中間考査

砥粒加工における研削と研磨の違いと概要を
把握させる。

期末考査

第８章　特殊加工と三次元造形技術

２．熱的な加工

４.いろいろな研削・研磨

５．遊離砥粒による加工

特殊加工に共通する特徴と三次元造形技術
の概要を理解させ、これらを適切に活用でき
る能力を身につけさせる。

３．化学的な加工

４．力学的な加工

１.特殊加工

５．三次元造形技術

学年末考査

〇期末考査

第7章　砥粒加工

１．砥粒加工の分類

４．切削理論

５．工作機械の構成と駆動装置

３．切削工具と切削条件

評価方法等
学習内容

（単元・考査等）
学習のねらい

第6章切削加工

1．切削加工の分類 切りくず生成と、切削の3運動の概要を理解さ
せて、切削工具の刃部の働きを理解させる。

切削の仕組みを理解させ、切削に伴う種々の
現象とその対応策を把握させ、好ましい切削
を行う能力を身に付けさせる。

工作機械の構造を把握させ、好ましい取り扱
い方を身に付けさせる。

切削加工中の工作機械の運動、および各種
切削工具によるさまざまな切削加工作業、工
作機械と切削工具との関係、切削工具の種類
と特徴を把握させ、各種の切削工具や工作機
械を適切に活用できる能力を身に付けさせ
切削工具材料に求められる性質、種類と特徴
を把握させる。切削条件の選定の仕方を理解
させ、切削工具を適切に選定して有効に活用
できる能力を身に付けさせる。

学
期

月

２．おもな工作機械と切削工具


